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　私は入社して以来ずっと研究開発、おもに鋼板の
表面処理の研究開発に携わってきた。この間、成功
や失敗を繰り返してきたが、今まで現職を続けて来
られたのは社内外の多くの方々のご指導・ご支援
の賜物であり、紙面をお借りして感謝の意を表した
い。
　最近、研究開発を担当していて重要と感じている
事が二つある。一つは人材の育成である。研究開
発の遂行は担当する研究者が担っており、開発の
成否に占める本人の役割が大きいからである。まず
は、私が入社した時のエピソードを紹介させて頂き
たい。私は、理科系の科目は比較的好きだったが、
国語、英語という語学系科目については全くダメ
な学生であった。入社直後、上司から「土曜日 ( 当
時、まだ週休二日制ではなく、パソコンも無かった。)
に英語の技術文献を渡すから、和訳して月曜日の朝
にレポートを提出しなさい。月曜の夕方にその文献
の内容について君とディスカッションしよう。」と
の命を受けた。それ以来、休日であるはずの日曜日
は辞書と付きっきりの日々となった。月曜夕方の
ディスカッションでは、私の稚拙な和訳の誤りを指
摘することなく、もっぱら文献の考察について「ど
のような根拠で結論を導き出しているのか。」、「結
果にイレギュラーなデータが示されているが、それ
を無視して論理を展開して良いか。」などの質疑応
答が行われた。和訳するだけで精一杯の私には苦痛
の月曜日であったが、一年経つと辞書を引かなくと
も和訳できるようになり、考察の論理的な飛躍や矛
盾点も見つけ出せるようになってきた。このプライ

ベートレッスンは一年半で卒業となったが、私に
とって重要な一年半であった。後年、部下を指導
する立場となり、日曜日毎に私と同じ文献を読ん
でくださった上司のご苦労を、身をもって知らさ
れた次第である。最近、「今日の学生さんは・・・。」
という発言を耳にすることがある。しかし、本人
が有している専門知識をどのように活用したら良
いか、また課題に対する多面的な考え方、さらに
は本質を見抜く能力などは企業に入ってから磨か
れていくものと思う。本人の特徴に合わせた「き
め細かな教育」が各職場で行えないかと感じる。
　もう一つは、本格的な開発段階に入るまでの準
備についてである。成果を性急に求めるがあまり、
準備が不十分な状態で開発を遂行しても良い結果
は得られないと思うからである。企業の研究開発
では、出来上がった新製品をお客様が喜んで使っ
てくださらなければ、意味が無い。今、お客様が
欲している特性を飛躍的に向上させる要素技術を
見出し、その特性を具備した新製品を開発するか
否かを判断しなければならない場面にあるとする。
最も失敗の確立が高いのは、「夢のような特性が発
揮できる製品なのだから、お客様が具体的な用途
を考えてくださるだろう。」という判断だと思う。
具体的な適用用途を決めることによってターゲッ
トコストが決まるわけで、お客様が使えないよう
な高価格ではマーケットインは望めない。具体的
な用途を抽出したら、次に、お客様の使い方に沿っ
て検証することが大切である。お客様が鋼板を使
われる場合、鋼板を必要な寸法に裁断した後、加工・
接合して成形体 ( たとえば、部品など ) にする。最
終の成形体になった状態で期待する特性が得られ
るかは確認しておくべきである。さらに、新規な
事業開発ではビジネスモデルも含めて開発を開始
する段階で「出口イメージ」を明確にしておくこ
とが重要と感じる。
　日本の技術立国復活が叫ばれているが、研究開
発に王道はないと思う。若い力と、ひた向き、か
つ着実な努力が新しい時代を創っていくと確信し
ている。
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１．金属系材料の製造及び利用に関する研究開発
　主な継続プロジェクトの研究開発について、プロジェ
クト概要を表に示す。国等からの受託研究が終了したテー
マについては、必要に応じ、継続研究及びフォローアッ
プを進める。
   また、会員企業、大学、関係企業・機関との共同研究、
会員企業等への研究支援等を積極的に進めるとともに、

国等の研究開発プロジェクトを支援する。
　さらに、レアメタル使用削減等の社会ニーズに対応し、
国際競争力を有するわが国材料産業の競争力をさらに向
上させるようなプロジェクトについて、平成 23 年度及
び平成 24 年度以降の新規案件テーマへの提案・実施、
企画提案を積極的に行う。

JRCM NEWS No.294

JRCM REPORT

平成 23 年度  事 業 計 画 書

平成 23 年度の金属系材料の製造及び利用に関する主な研究開発
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  　　　　　                 平成 23 年度の金属系材料の製造及び利用に関する主な研究開発（その２）

JRCM NEWS No.294

２．金属系材料の製造及び利用に関する調査研究
　金属材料の製造・利用技術に関するニーズ・シーズの
マッチング等の調査研究の推進及びそれを基にした研究
開発テーマの提案を行う。また、金属系材料の知的基盤
構築に向けた調査研究の推進及び産学官連携テーマ強化
のための調査研究の推進を行う。

３．金属系材料の製造及び利用に関する情報の収集及び
提供
  金属系材料の製造及び利用に関する情報の収集及び提
供について、次の活動に取り組む。

(a) 情報収集や提供
   各種データベースの提供を通して、国の施策や情報を
賛助会員等企業や大学等教官に提供し、産・学双方向の
情報収集や提供を行うことにより産学官の連携強化を図
る。
(b) データベースの提供
   インターネットのホームページでの最新の情報の提供、

「研究者データベース」、「インターンシップ・データベー
ス」、「材料分野データベース」等の各種デ－タベ－スを
さらに充実させ、提供して行く。
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　また、各種の金属材料関係の規格・標準作成のための

活動を実施する。

　

６．内外の関係機関、団体との連携と協調

　積極的に、大学・学協会及び内外の研究開発実施機関、

金属関係諸機関と連携及び協調を図っていく。

(a) 各プロジェクトにおける各機関との連携と協調

  現在、実施中の研究開発プロジェクトにおいて名古屋

大学、大阪大学、豊橋技術科学大学、九州大学、九州工

業大学、東京工業大学、東北大学、京都大学、横浜国立

大学、福井大学、名城大学、東京大学、北海道大学、上

智大学、（独）物質・材料研究機構、（独）日本原子力研

究開発機構、（独）理化学研究所、（独）産業技術総合研

究所、関係企業等と今後とも連携を図っていく。

　また、各プロジェクトにおいて、各大学、関係研究機

関等との共同研究を積極的に進める。

(b) 金属関係諸機関との連携と協調

　( 社 ) 日本鉄鋼協会、( 社 ) 日本金属学会、( 社 ) 日本塑

性加工学会等の学術団体及び、( 社 ) 日本鉄鋼連盟や ( 社 )

日本アルミニウム協会等の業界団体等、NPO・LED 照明

推進協議会、NPO・東大環境マネジメント工学センター、

新素材関連団体等の諸機関と緊密に連帯をとり、これら

機関と積極的に協調し、種々の活動に参画する。また、

その他の NPO、学会、関連機関、関係企業等について、

当財団の活動目的に合致する場合には、積極的に共同で

の活動を進めるとともに、必要に応じ支援を行う。

(C) 新素材関連団体連絡会

　定期的に行っている新素材関連団体連絡会において、

( 社 ) ニューガラスフォーラム、( 財 ) ファインセラミッ

クスセンター、( 社 ) 日本ファインセラミックス協会、( 財 )

大阪科学技術センター附属ニュ－マテリアルセンター及

び ( 財 ) 化学技術戦略推進機構と新材料に関する情報や

意見交換を行う。

７．その他本財団の目的を達成するために必要な事業

　平成 22 年度に終了した受託研究事業について、各委

託元等における研究成果の評価作業に対応していく。ま

た、22 年度以前に終了したプロジェクトの成果を広く

普及させ実用化を図るために、継続研究、開発技術の実

用化等のフォローアップに努める。

４．金属系材料の製造及び利用に関する啓蒙及び普及

　金属系材料の製造及び利用拡大を目的とした啓蒙及び

普及活動について、次の活動を実施するとともに、研究

開発成果、特許等の管理・利用・普及行う。

(a) 広報誌「JRCM NEWS」の発行

　研究開発や調査研究等の研究進捗、海外調査及びシン

ポジウム等、JRCM の活動状況を幅広く紹介する広報誌

「JRCM NEWS」を毎月定期的に発行し、賛助会員会社を

はじめ官公庁、大学や関係機関に配布する。また、JRCM

ホームページに掲載し広く提供していく。

(b) インターネットホームページの活用

　JRCM インターネットのホームページでは、各種データ

ベースの掲載等の充実に努めることとしており、とりわ

け JRCM からのお知らせや関連情報等掲載内容について

は、常に最新の情報を掲載し、ホームページを活用して

の情報発信を行なう。

(c) シンポジウム活動

　金属技術の普及のため、各種のシンポジウムを開催し、

また、金属技術関係の学会等とともにシンポジウムを協

賛していく。

(d) 金属系技術人材の育成活動

　当センターとして、これまでインターンシップ事業、

アルミ産業中核人材育成事業、鉄鋼技術産学連携パート

ナーシップ事業等を通じて人材育成活動を実施してきた

が、今後とも、金属系技術人材の育成活動を実施していく。

５．金属系材料の製造及び利用に関する国際交流

　JRCM の研究開発成果の発表や関連する海外の研究開発

の調査を各プロジェクトにおいて実施する。また、海外

の関係諸機関・企業等との交流を図る。

(a) 関係諸機関等との交流、規格・標準化活動

  革新的製銑プロセスの先導的研究プロジェクトにおいて

は、製鉄プロセスにおける中長期的な省エネルギー課題

への取り組みに係わる意見交換を諸外国鉄鋼業に属す研

究機関・大学との間で実施する。

　平成 16 年度で終了した基準認証研究開発事業「鉄鋼材

料の破壊靭性評価手順の標準化」の成果に基づき、日本

から ISO に規格制定を提案してきたところ、平成 21 年度

に正式に ISO 規格として制定された。今後、同規格のフォ

ローアップ作業を継続して実施してする。


